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•
人
事
院
勧
告
に
準
拠
し

て
民
間
給
与
等
の
格
差
に

基
づ
く
給
与
改
定
、
期
末

手
当
を
０
・
05
月
引
き
下

げ

•
一
般
職
員
に
支
給
す
る

期
末
手
当
の
額
を
改
定
す

る
こ
と
に
伴
い
０
・
05
月

引
き
下
げ

打
撃
を
受
け
た
事
業

者
、
財
政
状
況
、
総

合
的
に
考
え
て
判
断
し
た

減
額
と
な
る
期
末
手
当

町

長
１
６
１
，０
９
２
円

副
町
長

７
５
，６
８
６
円

教
育
長
１
４
４
，４
０
８
円

Ａ

一
人
の
保
健
師
、
看

護
師
が
兼
務
し
て
運

営
し
て
お
り
組
織
改
変
後

は
健
康
い
き
い
き
課
と
な

る
、
町
民
に
迷
惑
が
掛
か

ら
な
い
よ
う
に
進
め
る

Ａ

•
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
等
の

厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
に

鑑
み
、
特
別
職
の
期
末
手

当
の
額
を
減
額
す
る
た
め

の
条
例
を
制
定

条
例
化
へ
の
英
断
の

考
え
か
た
を
聞
く

Ｑ

12
月
議
会
定
例
会

 

（
11
月
30
日
〜
12
月
７
日
）

議
案
第
46
号
・
47
号

嵐
山
町
一
般
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

任
期
付
職
員
の
採
用
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

人事院勧告に準拠、職員、議員、特別
職の期末手当減額　約258万円
　　　さらに
新型コロナウイルス感染症拡大に特別
職期末手当約38万円減額を可決！！

議
案
第
48
号
・
49
号

嵐
山
町
議
会
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
こ
と
に
つ
い
て

嵐
山
町
特
別
職
の
給
与
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

議
案
第
50
号

嵐
山
町
特
別
職
の
期
末
手

当
の
額
の
特
例
に
関
す
る

条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に

つ
い
て

議
案
第
51
号

嵐
山
町
課
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ

い
て

•
町
の
抱
え
る
課
題
に
対

し
て
的
確
な
対
応
を
図
る

体
制
と
し
、
高
齢
者
へ
の

き
め
細
か
な
対
応
す
る
た

め
子
育
て
支
援
課
を
福
祉

課
に
町
民
の
健
康
事
業
は

健
康
い
き
い
き
課
と
す
る

何
を
狙
っ
て
の
変
更

な
の
か

高
齢
者
の
保
健
事
業

の
施
策
を
推
進
す
る

と
い
う
の
が
国
の
施
策
で

保
健
師
を
集
中
的
に
配
置

し
て
効
率
的
、
切
れ
目
の

な
い
運
営
を
す
る
た
め

子
育
て
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
位
置
づ
け
、

保
健
師
の
役
割
は

ＱＡＱ

56
号

嵐
山
町
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と

に
つ
い
て

•
嵐
丸
ひ
ろ
ば
の
利
用
料

の
設
定
、
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
す
る
改
正

町
内
保
護
者

無
料

町
外
保
護
者

２
０
０
円

指
定
管
理
者
制
度
導

入
の
理
由
は

今
は
社
協
に
業
務
委

託
し
て
い
る
利
用
料

ＱＡ

等
の
徴
収
、
業
務
を
柔
軟

に
独
自
の
事
業
も
や
り
や

す
く
な
る
。
公
募
に
は
選

定
委
員
会
を
設
置
す
る

な
ぜ
有
料
化
な
の
か

利
用
者
の
４
割
が
町

外
で
あ
り
、
町
民
の

子
育
て
広
場
で
も
あ
り
、町

外
の
方
に
も
負
担
を
頂
く
。

約
40
万
円
の
収
入
と
な
る

反
対
討
論

課
の
設
置
か
ら
見
て
も
児

童
福
祉
の
部
分
が
弱
く
な

り
、
子
育
て
支
援
を
切
っ

て
い
く
よ
う
に
思
え
る

ＱＡ

議
案
第
58
号

嵐
山
町
地
域
活
力
創
出
拠

点
施
設
設
置
及
び
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ

と
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
の
目
的
や
公
募

の
見
通
し
は

町
の
活
性
化
、
地
域

の
稼
ぐ
力
を
作
っ
て

い
く
こ
と
、
今
後
委
員
会

を
設
置
し
て
決
め
て
い
く

２
階
の
用
途
変
更
は

あ
る
の
か

就
労
相
談
室
を
除
き
、

駅
の
利
用
者
が
自
由

に
使
え
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
、

極
端
の
変
更
は
し
な
い

ＱＡＱＡ

議
案
第
59
号

嵐
山
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）

都
市
計
画
費
の
継
続

費
廃
止
の
経
過

用
地
交
渉
に
時
間
が

か
か
っ
た
の
で
い
っ

た
ん
精
査
し
、
今
年
度
に

つ
い
て
は
今
年
度
の
工
事

と
し
継
続
費
は
な
く
し
た

駅
西
口
の
工
事
費
が

減
額
さ
れ
て
い
る
が
、

ロ
ー
タ
リ
ー
の
工
事
は

執
行
率
を
上
げ
る
と

い
う
考
え
で
施
行
箇

所
部
分
の
工
事
と
な
る

駅
西
の
工
事
を
止
め

る
決
断
は

地
域
住
民
か
ら
の
長

い
要
望
で
あ
り
総
合

的
に
進
め
て
き
て
必
要
最

低
限
の
工
事
で
あ
る

道
路
修
繕
事
業
の
工

事
請
負
費
１
６
１
万

５
千
円
増
額
は

道
路
の
陥
没
し
て
い

る
箇
所
、
６
件
程
度

を
予
算
化
し
た

家
で
も
学
校
で
も
な

い
第
３
の
居
場
所
の

ＱＡＱＡＱＡＱＡＱ

利
用
者
の
状
況
と
運
営
委

託
料
の
減
額
は

12
人
ほ
ど

額
の
確
定
に
よ
る

12
月
広
報
誌
に
財
政

の
ペ
ー
ジ
が
あ
っ
た

そ
の
意
図
は

町
と
し
て
現
状
を
町

民
の
皆
様
に
も
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
思
い
で

掲
載
し
た
。
何
と
し
て
も

こ
の
状
況
を
い
い
方
向
に

も
っ
て
い
き
た
い

ＡＱＡ

は

相
対
的
な
使
用
水
量

を
確
認
し
年
度
末
近

く
に
な
っ
て
概
ね
見
定
め

て
補
正
を
し
た

Ａ令
和
元
年
度
分
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
の
確
定
に

よ
り
そ
の
他
特
別
損
失
が

減
額
に
な
っ
た

４月より子育て支援課は
福祉課になります
各課の連携により安心した
サービスを進めます。
母子保健は健康いきいき課

介
護
保
険
保
険
者
努

力
支
援
交
付
金
は
ど

の
よ
う
に
評
価
さ
れ
た
の

か

高
齢
者
の
自
立
支
援

の
重
度
化
防
止
等
に

向
け
た
取
り
組
み
の
支
援

事
業
に
対
し
て
の
評
価

ＱＡ 議
案
第
60
号

嵐
山
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

議
案
第
61
号

嵐
山
町
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

受
水
費
の
４
月
、
５

月
の
支
払
い
と
水
量

Ｑ

議
案
第
62
号

嵐
山
町
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

武蔵嵐山駅西口整備工事

Ｒ２年度工事施行箇所

確定　下図（緑線の箇所）

嵐丸ひろば＝Ｒ2.12.22

子育て世代包括支援センター＝昨年度の様子更地になった西口駅前＝Ｒ2.12.13


